












































(6) 書いてケラ之之主ここ(書いて下さ b 、)







































推量の「ベj も、 (16a) のように、 (Yes.・No 疑問文の場合には義務的に、 WH 疑問文の
場合( (59c) の例参照)には随意的に)疑問のカと共起して、聞き手目当ての丁寧さを表
すのに援用されることが多い。この点も、共通語の「でしょうか」と似ているが(森山 1992: 






































スは、次のように、文末に用いられることが多いが(以下、 rA: 、 B : J で示す例は会







































本節では、スの運用上の特徴について、壮年層・高年層の場合( ~ 4.1) と、高校生の言













































































(52) A (客) :この服ナンボダ?
B (店員) : 5，000 円です
























的な威信 (covert prestige) が前面に出るために、共通語や東京語は「軟弱さ」のマーカと
なることがある。もちろんそのなかには、デ、スやマスも含まれる。筆者の在籍した高校(ほ






































(62) A: この本ナンボだ(ベ)? crベJ による丁寧表現)
B : 300 円です
-個人経営書店の店員 (B :疎・壮年・女)
(63) A: この本ナンボだ?
















B : 3 ，000 円です。
・旅行代理店の店員(疎・若年・女)




(66) A: 左沢線は何番線だー? (長音化による丁寧表現)
B:5番線



































































* 本稿は、平成 12 年度科学研究費補助金(基盤研究 (B) (1)、研究課題番号 11480052)
「現代日本語の音声・語業・意味・文法・談話における変異と日本語教育J (研究代表者、
日比谷潤子)によるものである。
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